教職履修の総括としての「教職実践演習」から「教職概論」へのフィードバックを考える (<特集>教職実践演習（中・高）) by 下地 秀樹
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　2008( 平成 20) 年 11 月 21 日、「教育職員免許
法施行規則の一部を改正する省令及び教員免許
更新制の実施に係る関係告示の整備等について
（通知）」が文部科学省 ( 以下、文科省と略記 )


















度入学者から導入されたばかり ( ？ 本学の本




































































































































































実習未了者も含む ) が行われ、その後、10 クラ
ス ( 池袋キャンパス 8 クラス、新座キャンパス
2 クラス ) に分かれて展開された。筆者は池袋




  ２週間 ( 高校免許のみ希望 )　2 名　 
  ３週間 ( 以上 )　27 名 
・実習終了時期　 
  ５月　3 名　／　６月　19 名　　 
  ７月　5 名　／　９月　2 名 
・実習校種　　　 
  中学　8 名　／　高校　15 名　 
  一貫校　6 名 
・担当教科　　　 
  宗教　1 名　／　中学社会　4 名　 
  中高社会科系　3 名　／ 日本史　5 名
  地理　1 名　／　現代社会　1 名　 
  英語　3 名　／　国語　2 名　 
  数学　7 名　／　理科　2 名 
・実習校地域　　 
  都内　9 名　／　都外　20 名　 
・所属　　　　　 
  文学部　10 名　／　理学部　9 名　　 
  社会学部　7 名　／　法学部　1 名　 
  異文化コミュニケーション学部　1 名　 




教科により 4、5 名の 6 グループに分けること
にした。 
  A( 宗教・公民系：高校 )　5 名 
  B( 日本史 )　5 名 
  C( 社会：中学・一貫校 )　5 名 
  D( 英語・国語 )　5 名 
  E( 理科・中学数学 )　5 名 









修を放棄し、また B グループの 1 名が事情に
より途中から休学したので、結局、学期終了ま






























































































ルが 1 年で偏差値を 40 上げて慶應大学に現役
合格した話』、所謂ビリギャルで有名になった
坪田信貴 ) を追ったドキュメント番組 (「情熱
大陸」) を鑑賞し、また、「OECD 国際教員指
導環境調査 (TALIS) 2013 年調査結果の要約」


































教科を考慮して、D グループと E グループは、
それぞれ英語、国語各 1 名、理科、数学各 1 名











① N さん (E グループ )　　 
中学 1 年数学　　正負の数と計算 
② U さん (C グループ )　　 
中学 2 年社会 ( 地理 )　　沖縄の自然環境
　　　　　　　　　　　 とくらしや産業 
③ S さん (A グループ )　　 
高校 1 年宗教　　パウロの回心 
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④ O さん (D グループ )　　 
高校 1 年英語　コミュニケーション英語 
⑤ I さん (E グループ )　　 
中学 1 年理科　　植物のくらしと仲間：
　　　　　　　　光合成 
⑥ H さん (F グループ )　　 
高校 2 年数学　　ベクトルの内積 
⑦ M さん (D グループ )　　 
高校 3 年国語　　韓非子 
⑧ T さん (B グループ )　　 























































































































あった。この点、今年度 (2015 年度 ) はどうな
るのか危惧される。学生、企業双方に不満が噴
出しているということで、早くも猫の目改革と
の予測があり、今後も振り回されざるを得ない
とは言え、振り回されてばかりでも仕方ない。 
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　卒業年次に介護等体験を残し、欠席する者は
若干名あった。卒業論文、卒業研究との兼ね合
いで欠席があった者は、予想外に少なく 1 名の
みであった。 
　担当する前は、教育実習を概ね終えた、４年
次の秋学期開講には、さまざまな困難があるの
ではないか、と予想したが、受講者の受講態度
はたいへん真摯であった。なかには教員資格取
得に至らなかった者もあり、全体として、必ず
しも資格に固執しての履修でもなかったように
思われる。最後の学期であるが故に、名残り惜
しむかのようだった、とすると言い過ぎかもし
れないが、この科目には、教員としての資質能
力の有機的統合という枠づけ以前に、「教職履
修の総括」としての意義と可能性が感じられる。
法令の趣旨とは異なるだろうが、たとえ多くが
教職には就かなくとも、受講学生の履修する権
利は、有意義に保障して行きたい。 
　大学の教職課程として、履修者のうち、教職
に就いた者のその後を追跡し、この科目の意義
を検証していくことは、長い目で見て検討され
るべきことだろう。だが、その前に教職課程担
当者として考慮すべきことは、卒業していく者
の「教職履修の総括」を次の教職科目運営、な
かでも、「教職の意義等に関する科目」、本学で
は 2 年次以上配当の「教職概論」にフィード
バックして、活かしていくことである。やや強
引に言えば、教職に就く者も就かない者も含め
た、同じ大学の卒業生たちの経験も、「進路選
択に資する各種の機会の提供等」( 教育職員免
許法施行規則上の必要事項 ) の一環として不当
ではないだろう。筆者としては、コミュニケー
ション力を涵養し、同僚性構築の基礎ともなる
グループ討論を、基本的には講義科目の「教職
概論」にもより多く取り入れていく必要性を感
得したが、教科の指導力に関わる事柄について
は、今年度以降、何か具体的な課題を掴めない
か、模索したいと考える。
